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１．はじめに 
静（しずか）は、プログラム自体が絵を自律的に

描くソフトウェアである。しかし、これは人が絵

を描かなくてもよい便利な機械を作ること目的と

しているわけではない。むしろ、人が絵を描く行

為を深く考察する行為なのである。描画行為をプ

ログラムに行わせることは，逆に絵を描くことと

はどういうことなのかを深く考えることにつなが

る。この試みによって、なぜ人間は絵を描くこと

が出来、また鑑賞し、理解できるのかということ

での絵画が本来的に持つ役割を改めて考えてみた

いと思っている。創作行為のモデル化自体は非常

に大変なことで、今後も制作を続けていく予定で

いる。今回はユーザーの描いた線描を解釈して、

それに人工知能が「考えた」線描を新たに加える

という「連想」という人間の想像力に注目した「お

絵かきソフト」の開発を目指した。 
 
２．人工知能画家 
人工知能画家のコンセプト自体は私のオリジナル

ではない。すでにカリフォルニア大学サンディエ

ゴ校美術学部名誉教授であるハロルド・コーエン

によって 30 年も前からアーロン[1]という人工知

能画家がつくられている。しかし、私は彼と交流

と続けるうちに人工知能画家は一つのジャンルと

してさまざまな人が研究する価値があると考えた。

それぞれの描画手順をプログラムするという行為

は実のところ人によってさまざまな考え方がある

からである。アーロンはコーエンの画家としての

考えや描画手順をプログラムにすることで成り立

っている。この意味ではアーロンはコーエンの洗

練された半自律機械といえる。しかし、私が考え

たいことは個性そのものである。だから、私はプ

ログラムそのものが経験を重ね、自らスタイルを

確立していく存在にしたいと考えた。つまり、静

は自らが鑑賞者によって描かれる無作為の線描を

自らの知識として獲得しそれによって自分の線描

を再表現するモデルである。 
 
３．認知プリミティブ 
鑑賞者によって描かれた線描は認知プリミティブ

と名づけたデータに変換される。認知プリミティ

ブとは、単体では鑑賞者に意味の喚起は促すが明

確な意味を表さない図形のことを指す。また、認

知プリミティブ同士はお互いにどこにつながり、

どのくらいの大きさでつながるかの相対関係を保

持しており、その相対関係をもつ認知プリミティ

ブ同士を配置すると明確な意味を表す図形になる。 
 

 

 
図 1 認知プリミティブによる表現 

４．意味を表す図形 
我々はある程度同じ意味を持つ図形を共有してい

る。例えば、顔を表す図形はほぼ同じように輪郭

の中に目、鼻、口などを描く。このことに注目し

て、認知プリミティブに変換してみると、その相

対関係に一定の規則があることが分かった。 

 

図 2 顔のイメージの相対関係 
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さらに、この規則を守れば、図形がどんなものに

なろうとも、その規則による意味は保持されるこ

とが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 配置が同じ状態での図形変更例 

このことから、図形が意味を表すためには、図形

の形状ではなく、図形と図形の相対関係つまり「配

置」が重要であることが分かった。 
 
５．連想 
静は鑑賞者による線描から理論上無限に認知プリ

ミティブを獲得する。つまり無限の選択肢ができ

ることになるが、そこから意味のある図形を連想

するためには、無作為による選択は確実ではない。

そのため、似たような形は似たような配置をもっ

ていることに注目し、形状によって判断をさせる

ことにした。その判断に自己組織化マップ[2]（Self 
Organized Map－SOM）を使用した。SOM はフ

ィンランド・ヘルシンキ工科大学の教授であるコ

ホネンによって提案されたニューラルネットワー

クの一つで、音声認識や指紋照合などに使われて

おり、あいまいな形でも柔軟に認識することが出

来る利点がある。SOM を使うと認知プリミティブ

は似たような形状同士に分類される。この分類学

習を元に、似たような形状が描かれると過去に獲

得した認知プリミティブを参照してその認知プリ

ミティブがもつ認知プリミティブ群を合成するこ

とにより、意外性のある意味を喚起する線描を追

記できるようになった。図 6 は 2003 年 12 月に京

都市立芸術大学にて展示を行った際、鑑賞者との

インタラクションによって出来た絵である。鑑賞

者は始めに大きい人物の顔の円を描き、そこから

静が自律的に描いた。最後にそれぞれの人物の目

と口を鑑賞者が描いて完成した。 

 

図 4 合成．赤い部分が SOM で近いと判断された部分 

 

図 5 合成結果の例 

 
図 6 鑑賞者との共同制作によって出来た絵 

６．次回の展望 
静の制作と研究はこれで終わらない。今後の静の

目標はさまざまなことが考えられる。例えば、着

色、構図、立体化などである。いずれにしても、

静はようやく、外界からの任意の画像を解析して、

蓄えた画像の組み合わせから、意味のあるイメー

ジを自律的に生成するところまで来た。次の課題

はこの意味のあるイメージの扱いをどうするかで

あることは間違いない。 
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